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岡
山
県
立
博
物
館
（
以
下
、
当
館
）
は
、
間
も
な
く
開
館
50
周
年
を
迎

え
る
。
県
内
唯
一
の
歴
史
博
物
館
と
し
て
、
現
在
ま
で
様
々
な
教
育
普
及

事
業
を
実
践
し
て
き
た
。　
　
　

　

本
稿
で
は
、
そ
の
中
で
も
例
年
依
頼
が
多
い
小
学
校
第
三
学
年
社
会
科

「
道
具
と
く
ら
し
の
う
つ
り
か
わ
り
」
の
出
前
授
業
に
つ
い
て
述
べ
る
こ

と
と
す
る
。

　
「
博
物
館
へ
は
行
く
こ
と
が
む
ず
か
し
い
が
、
是
非
児
童
に
本
物
の
資

料
を
見
せ
た
い
」、「
何
で
も
よ
い
か
ら
博
物
館
に
あ
る
古
い
道
具
・
昔
の

道
具
を
持
っ
て
き
て
も
ら
い
た
い
」、「
古
い
道
具
が
学
校
に
あ
る
が
、
何

と
言
う
名
前
か
分
か
ら
な
い
。
授
業
で
名
前
を
教
え
て
欲
し
い
」
等
の
依

頼
を
受
け
、
平
成
二
五
年
度
に
着
任
し
て
以
来
、
教
育
普
及
担
当
・
民
俗

資
料
担
当
と
し
て
、
の
べ
六
三
校
、
約
五
千
人
の
児
童
と
一
期
一
会
の
授

業
を
展
開
し
て
き
た
。
当
館
で
管
理
し
て
い
る
民
俗
資
料
の
中
に
は
、
生

活
の
移
り
変
わ
り
に
よ
り
、
現
在
の
暮
ら
し
か
ら
姿
を
消
し
た
道
具
、
身

の
回
り
に
あ
る
材
料
で
製
作
さ
れ
た
道
具
、
現
代
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る

道
具
、
初
見
で
は
使
用
方
法
が
分
か
ら
な
い
道
具
等
、
学
校
の
要
望
通
り

多
種
多
様
な
古
い
道
具
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
道
具
を
学
校
に
可
能
な
限
り

持
参
し
授
業
を
展
開
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
が
、「
現
在
で
も
日
常
生

活
で
使
用
さ
れ
て
い
る
道
具
、
変
遷
が
た
ど
れ
る
道
具
、
道
具
の
使
用
方

法
が
分
か
っ
た
時
に
意
外
性
が
あ
る
道
具
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
火
の
し
・

炭
火
ア
イ
ロ
ン
・
電
気
ア
イ
ロ
ン
を
博
物
館
か
ら
持
参
し
、
ア
イ
ロ
ン
の

変
遷
を
た
ど
り
な
が
ら
生
活
の
移
り
変
わ
り
を
伝
え
る
授
業
を
展
開
し
て

い
る（
１
）。

　

四
五
分
の
授
業
の
中
で
、
児
童
は
以
下
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

① 

素
材
の
確
認

② 

計
測

③ 

計
量

④ 

資
料
名
を
知
る

⑤ 

①
〜
④
を
基
に
、
資
料
の
使
用
方
法
を
考
え
る

　
　

以
上
の
五
点
で
あ
る
。

　

以
下
、
五
点
に
つ
い
て
詳
細
を
述
べ
る
。

① 

素
材
の
確
認

　

一
〇
人
前
後
の
小
規
模
校
で
は
、
全
員
が
直
接
資
料
に
触
れ
る
こ
と
で
、

素
材
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
大
規
模
校
で
は
、
全
児
童
が

資
料
に
触
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
当
館
か
ら
、
実
物
資
料
に

加
え
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
併
せ
て
持
参
し
、
資
料
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影

し
て
い
る
（
写
真
1
・
2
）。
児
童
は
ス
ク
リ
ー
ン
を
通
し
て
資
料
を
観

察
し
た
り
、
ま
た
学
芸
員
が
資
料
を
手
に
持
ち
、
児
童
の
近
く
で
資
料
を

見
せ
た
り
す
る
こ
と
で
観
察
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。
児
童
は
観

小
学
校
第
三
学
年
社
会
科

　
　
　「
道
具
と
く
ら
し
の
う
つ
り
か
わ
り
」
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察
を
通
し
て
、
火
の
し
の
素
材
は
、
木
と
金
属
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
認
識
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
金
属
の
種
類
の
判
別
は
一
見
し
た
だ
け
で
は

難
し
い
た
め
、
磁
石
を
用
い
て
素
材
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
児
童
は
理
科
の

授
業
で
磁
石
に
つ
く
物
や
磁
石
の
働
き
を
調
べ
、
そ
の
性
質
に
つ
い
て
学
習

し
て
お
り
、
既
習
学
習
事
項
を
利
用
し
、
火
の
し
の
素
材
確
認
を
す
る
。

②
計
測
に
つ
い
て

児
童
は
日
々
の
授
業
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
定
規
や
三
〇
㎝
の
木
製
定

規
を
使
用
し
て
い
る
。
初
見
資
料
で
も
計
測
体
験
を
想
起
す
る
こ
と
で
長

さ
を
予
想
し
実
測
を
す
る
。
①
の
活
動
同
様
に
ス
ケ
ー
ル
の
目
盛
り
を
ス

ク
リ
ー
ン
に
投
影
す
る
こ
と
で
、
児
童
は
目
盛
り
を
読
み
取
る
。

③
計
量
に
つ
い
て

教
室
に
は
た
く
さ
ん
の
教
具
が
あ
る
。
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
辞
典
、
習

字
道
具
等
の
重
さ
を
想
起
し
、
観
察
道
具
は
そ
れ
ら
の
教
具
よ
り
軽
い
か

重
い
か
予
想
を
立
て
、
よ
り
具
体
的
に
重
さ
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
た
上
で

実
際
に
計
量
す
る
。
当
館
か
ら
は
、
ベ
ビ
ー
ス
ケ
ー
ル
を
持
参
し
、
①
・

②
の
活
動
同
様
に
量
り
の
目
盛
り
を
読
み
取
る
。
量
り
の
目
盛
り
を
読
む

活
動
は
算
数
科
の
既
習
学
習
事
項
で
あ
る
。

④
資
料
名
を
知
る

資
料
名
は
授
業
者
か
ら
伝
え
る
。

⑤
①
〜
④
を
踏
ま
え
て
、
本
資
料
は
、
何
に
使
用
さ
れ
た
道
具
か
友
達

と
相
談
し
な
が
ら
自
分
な
り
の
考
え
を
発
表
す
る
。

　

以
上
が
児
童
の
活
動
で
あ
る
。

　

火
の
し
の
「
の
し
」
と
は
、
伸
ば
す
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
火
を
使
っ

て
伸
ば
す
た
め
の
道
具
で
あ
る
。
当
時
の
人
々
は
、
ど
の
よ
う
に
火
を
利

用
し
た
の
か
。
火
を
使
っ
て
何
を
伸
ば
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
児
童
の

思
考
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
で
、
火
の
し
は
、
現
在

の
ア
イ
ロ
ン
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

炭
火
ア
イ
ロ
ン
、
電
気
ア
イ
ロ
ン
（
昭
和
三
〇
年
代
製
）
に
つ
い
て
は
、

児
童
に
資
料
を
見
せ
る
だ
け
で
、
衣
類
の
し
わ
を
伸
ば
す
ア
イ
ロ
ン
で
あ

る
と
気
づ
く
こ
と
が
多
い
。
そ
の
場
合
に
は
、
①
②
③
の
活
動
は
火
の
し

同
様
行
う
が
、
炭
火
ア
イ
ロ
ン
に
蓋
が
付
い
て
い
る
理
由
、
現
在
と
同
じ

形
状
で
あ
る
理
由
等
、
現
在
の
道
具
と
の
相
違
点
に
着
目
し
な
が
ら
各
資

料
を
観
察
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　

授
業
の
ま
と
め
で
は
、
危
険
を
伴
い
な
が
ら
も
使
用
し
て
い
た
当
時
の

人
々
の
苦
労
や
そ
の
後
の
道
具
の
変
遷
の
理
由
を
改
め
て
考
え
、
道
具
の

移
り
変
わ
り
は
生
活
の
移
り
変
わ
り
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
現
在
の
安
全
で
便
利
な
生
活
は
、
先
人
達
の
知
恵
や

工
夫
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
、
児
童
一
人
ひ
と
り
が
思
い
を
馳
せ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　

児
童
は
、
自
身
の
体
験
を
基
に
道
具
を
観
察
す
る
こ
と
で
、「
昔
の
人

は
苦
労
し
た
ん
だ
な
」、「
よ
り
便
利
に
、
よ
り
使
い
や
す
く
、
安
全
に
な
っ
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て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」、「
昔
の
人
は
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
た
こ
と
が

分
か
っ
た
」、「
昔
の
人
の
知
恵
や
苦
労
が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
た
道
具
を
大

切
に
使
い
、
百
年
、
二
百
年
先
の
人
に
届
け
た
い
」、「
道
具
が
変
化
す
る

と
危
険
が
な
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」、「
最
初
は
興
味
が
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
昔
の
も
の
が
い
っ
ぱ
い
見
れ
て
心
が
う
れ
し
く
な
っ
た
」、「
昔
の

道
具
を
も
っ
と
知
り
た
く
な
っ
た
」、「
昔
の
道
具
に
つ
い
て
も
っ
と
調
べ

て
、
誰
か
に
教
え
た
い
」
等
、
手
紙
で
感
想
を
寄
せ
て
く
れ
た
。

　

ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
さ
れ
る
資
料
を
観
察
す
る
活
動
で
は
資
料
の
質
感

を
感
じ
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
館
内
か
ら
意
見
も
あ
っ
た
が
、

出
前
授
業
担
当
者
の
人
材
不
足
や
、
児
童
一
人
ひ
と
り
が
資
料
を
間
近
で

観
察
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
現
在
は
前
述
の
方
法
で
実
践
し
て
い
る
。

学
校
の
担
当
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
で
は
、
持
参
資
料
を
使
用
し
て
ど
の
よ

う
な
授
業
を
展
開
す
る
か
を
伝
え
て
い
る
（
参
考
：
学
習
指
導
案
）
が
、

多
く
の
教
員
と
児
童
は
学
芸
員
が
持
参
す
る
古
い
道
具
・
昔
の
道
具
が
、

い
つ
の
時
代
の
も
の
か
、
室
内
・
屋
外
の
道
具
か
、
何
に
使
わ
れ
て
い
た

道
具
か
情
報
が
な
い
ま
ま
授
業
の
始
ま
り
を
迎
え
て
い
る
。
実
際
に
授
業

が
始
ま
る
と
、
前
の
め
り
に
な
り
一
生
懸
命
資
料
を
観
察
す
る
児
童
や
教

師
の
姿
（
写
真
2
）、
経
験
を
基
に
資
料
の
使
用
方
法
を
考
え
る
姿
、
友

達
と
意
見
を
交
換
し
合
う
姿
等
が
見
受
け
ら
れ
る
。
授
業
が
終
わ
っ
た
後
、

「
昔
の
人
は
す
ご
い
な
ぁ
」、「
今
日
は
頭
を
い
っ
ぱ
い
使
っ
て
考
え
た
」

と
い
う
感
想
を
発
表
し
て
く
れ
た
。
今
後
も
こ
の
授
業
展
開
を
主
軸
と
し

て
、
各
学
校
の
実
態
に
あ
っ
た
授
業
展
開
や
、
さ
ら
に
は
、
変
遷
を
た
ど

る
こ
と
の
で
き
る
別
の
資
料
で
も
授
業
実
践
を
検
討
し
て
い
る
。

　

本
年
度
か
ら
全
面
実
施
と
な
っ
た
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二

九
年
告
示
）」（
以
下
、
新
指
導
要
領
）
で
は
、
地
域
の
博
物
館
、
美
術
館

等
の
施
設
の
活
用
を
積
極
的
に
図
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る（
２
）。
ま

た
、
第
三
学
年
の
目
標
で
は
、
地
域
の
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る（
３
）。

　

新
指
導
要
領
で
は
、「
博
物
館
や
資
料
館
な
ど
の
施
設
の
活
用
を
図
る
」

と
さ
れ
、
内
容
に
関
わ
る
専
門
家
や
関
係
者
、
関
係
の
諸
機
関
と
の
連
携
、

事
前
に
施
設
の
実
情
を
把
握
す
る
等
、
連
携
を
綿
密
に
と
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
学
芸
員
や
指
導
員
な
ど
か
ら
話
を
聞
い
た
り
協
力
し
て
教
材
研

究
を
し
た
り
す
る
等
、
指
導
計
画
を
作
成
す
る
手
掛
か
り
を
得
る
こ
と
も

一
つ
の
工
夫
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る（
４
）。

　

学
校
環
境
や
児
童
を
取
り
巻
く
実
態
は
異
な
る
た
め
、
当
館
と
し
て
は
、

各
学
校
の
要
望
や
既
習
学
習
事
項
等
を
踏
ま
え
た
上
で
出
前
授
業
を
実
践

し
て
い
る
。
学
校
と
博
物
館
と
の
互
い
の
専
門
性
を
生
か
す
「
連
携
」
は
、

新
指
導
要
領
が
目
指
す
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
つ

な
が
り
、
実
物
資
料
を
通
し
た
学
び
が
児
童
一
人
ひ
と
り
の
「
気
づ
き
」

を
生
む
。
そ
れ
は
、
児
童
生
徒
の
知
的
好
奇
心
を
刺
激
し
、
家
族
で
改
め

て
来
館
し
た
り
、
他
の
施
設
へ
訪
ね
て
行
っ
た
り
と
、
彼
ら
が
将
来
に
わ

た
っ
て
文
化
や
歴
史
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
の
き
っ
か
け
と
な
る

の
で
は
な
い
か
。
学
校
教
育
に
お
け
る
博
物
館
等
の
利
活
用
は
、
新
指
導

要
領
が
目
指
す
「
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
」
を
働
か
せ
る
情
報
活
用
能

力
の
育
成
と
児
童
の
よ
り
よ
い
学
び
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　

教
師
か
ら
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
関
心
を
深
め
た
り
、
心
を
ひ
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き
つ
け
ら
れ
た
り
と
有
意
義
に
過
ご
し
た
こ
と
で
、
本
物
を
直
に
見
せ
る

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
」、「
授
業
で
は
、
児
童
も
驚
き
の

連
続
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
授
業
を
聞
い
て
、
も
の
を
大
切
に
し
よ
う
と
思

い
ま
し
た
」、「
本
で
調
べ
る
だ
け
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」、「
昔
の
人
た
ち
は
身
近
な
も
の
を
使
い
、
工
夫
し

て
道
具
を
作
り
生
活
を
し
て
い
た
こ
と
や
昔
の
人
々
の
工
夫
や
努
力
の
お

か
げ
で
便
利
な
道
具
が
で
き
、
便
利
な
生
活
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
」、「
予
測
・
実
験
・
測
定
・
考
察
等
を
通
し
て
当
時
の

人
々
の
生
活
や
技
術
、
思
い
を
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
普
段

教
室
で
は
見
か
け
な
い
児
童
の
積
極
的
な
態
度
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
」

等
の
声
が
届
け
ら
れ
た
。
児
童
同
様
授
業
後
の
教
師
の
表
情
か
ら
も
、
本

授
業
が
学
校
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
る
。

　

今
後
も
各
学
校
と
連
携
し
、
児
童
の
将
来
を
通
じ
た
学
び
の
場
の
一
助

と
な
る
よ
う
実
践
を
続
け
て
い
き
た
い
。

《
註
》

（
1
）　

学
校
の
要
望
に
よ
り
持
参
資
料
は
変
更
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
当
該
資
料
を

持
参
し
て
い
る
。
ま
た
、
事
後
授
業
に
向
け
て
、
学
校
所
蔵
の
道
具
を
紹
介
す
る
等
、

学
校
ご
と
の
対
応
を
し
て
い
る
。

（
2
）　
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
九
年
告
示
）
総
則
第
３
節
、
教
育
課
程
の
実

施
と
学
習
評
価
（
７
）
学
校
図
書
館
、
地
域
の
公
共
施
設
の
利
活
用
（
第
１
章
第
3

の
1
の
（
７
））」

　
　
　
　

な
お
、
令
和
三
年
度
に
全
面
実
施
す
る
「
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
九
年

告
示
）」、
令
和
四
年
度
か
ら
年
次
進
行
で
実
施
さ
れ
る
「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

（
平
成
三
〇
年
告
示
）」
で
も
、
博
物
館
の
利
活
用
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
お
り
、
各

校
種
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
博
物
館
等
社
会
教
育
施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て
学
習
指

導
要
領
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）　
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
九
年
告
示
）
第
2
章
各
教
科
第
2
節
社
会
第

2
各
学
年
の
目
標
及
び
内
容
」、
ま
た
「
社
会
科
編
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成

二
九
年
告
示
）
解
説
第
3
章
各
学
年
の
目
標
及
び
内
容
第
1
節
第
3
学
年
の
目
標

及
び
内
容
」
で
は
、「
生
活
の
道
具
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
か
」、「
生
活
の

道
具
の
時
期
に
よ
る
違
い
に
着
目
す
る
と
は
、
電
化
製
品
が
普
及
す
る
前
と
普
及
し

た
後
、
及
び
現
在
の
生
活
の
中
で
使
用
し
て
い
る
道
具
の
使
い
方
や
生
活
の
様
子
に

つ
い
て
調
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
炊
事
や
洗
濯
な
ど
家
事
に
使
用
す
る
道

具
や
明
か
り
や
暖
を
と
る
道
具
な
ど
生
活
の
中
で
使
わ
れ
た
道
具
を
取
り
上
げ
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）　
「
社
会
科
編
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
九
年
告
示
）
解
説
第
4
章　

指
導

計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
２　

内
容
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
配
慮
事
項
（
３
）」
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参考：学習指導案

　　（ 1 ） 本時の目標

　　　　 道具を観察する活動を通して、道具とくらしのうつりかわりについて考えることができる。

　　（ 2 ） 展開
学習活動 教師の指導・支援 学習評価

1 　 本時の学習課題を
知る。

2 　文化財を観察する。
・観察の視点を知る。
① 素材の確認
② 計測
③ 計量
④ 資料名を知る
⑤ 使用方法を考える

3 　全体で発表する。

4 　 本 時 の ま と め を
し、次時の学習課
題をもつ。

・ 博物館の文化財を見せ、興味を持つことがで
きるようにしながら、本時のめあてを知らせる。

・ 学芸員が文化財を観察する際の視点を知らせ
る。

〇何でできているか…木・鉄・銅
〇大きさ…㎝
〇重さ…ｇ・㎏
〇火のしは火を使って伸ばす道具。
〇 表面の様子や材質、大きさや重さ等から、文

化財が「どのように使われていたのか」、「ど
んな場面で使われていたのか」等、観察を通
して使用方法を考えることができるようにする。

・ グループの友達と相談しても良いことを伝え、
自分の考えが持ちにくい児童にも、友達と交
流をしながら自分の考えをもつことができる
ようにする。

・ 自分の言葉で発表できる環境を作るために、
同じ意見でも発表するように伝える。

・ 実際に使われていた当時の様子を写真で紹介
し、本時のまとめとする。

・ 次時以降、教科書や図書資料、インタビュー
等から自分たちの身の回りにあるその他の昔
の道具に目を向けるよう呼びかける。

道具の観察を通
し て、生 活 の 変
化を捉えること
ができる。 （発言）
＜ 思 考 力・判 断
力・表現力＞

昔の道具を観察しよう

・ 火のし→炭火アイロン→電気アイロンと道具が変わると、炭の
生活から電気の生活、着物の生活から洋服の生活へ、生活が変
わることが分かった。

・ 道具が変わると、より安全により便利になったことが分かった。
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板書計画

めあて  昔の道具を観察しよう

火のし 炭火アイロン 電気アイロン

何でできているか 木と銅 木と鉄 鉄とプラスチック

長さ 40㎝ 17㎝

重さ ５00g 1㎏800g(1.8kg)

使い方 アイロン アイロン アイロン

まとめ  道具が変わると生活が変わる。安全で便利になる。

 写真 2 　 スクリーンを通して素材を
　　　　確認する様子

授業の様子

写真 1 　 スクリーンに投影された資料を
　　　　観察する様子

授業の様子

Gakugei02
長方形

Gakugei02
長方形

Gakugei02
長方形

Gakugei02
長方形
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出前授業後に児童から届いた感想①
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出前授業後に児童から届いた感想②


